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業績予想との差異及び営業外収益の計上に関するお知らせ 

 

平成 25 年５月 13 日に公表した平成 26 年３月期通期業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じまし

たので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年３月期通期業績予想と実績値との差異（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

(１) 連結業績 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

14,200

百万円

550

百万円

564

百万円 

350 

円 銭

62.58

実   績   値 （ Ｂ ） 14,146 570 845 489 87.52

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △54 20 281 139 

増   減   率 （ ％ ） △0.4 3.6 49.8 39.7 

(ご参考) 前期実績 

 (平成 25 年３月期) 
13,907 551 896 523 93.68

 

(２) 個別業績 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

13,600

百万円 百万円

528

百万円 

317 

円 銭

56.68

実   績   値 （ Ｂ ） 13,577 814 469 83.87

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △23 286 152 

増   減   率 （ ％ ） △0.2 54.2 47.9 

(ご参考) 前期実績 

 (平成 25 年３月期) 
13,349 861 502 89.83
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２．差異が生じた理由 

(１) 連結業績 

主に、個別業績の差異理由によるものであります。 

 

(２) 個別業績 

通期の売上高及び営業利益につきましては、ほぼ予想どおりとなりました。 

また、通期の経常利益及び当期純利益につきましては、主に下記 ３．(２)の営業外収益の計上によ

り差異が生じました。 

 

３．営業外収益の計上 

(１) 連結業績 

主に個別業績と同様の理由から、デリバティブ評価益 132 百万円及び為替差益（デリバティブの実現

益等）126 百万円等を営業外収益に計上しました。 

(２) 個別業績 

当社は、直接輸入の為替リスクをヘッジする目的でデリバティブ取引を行っておりますが、前会計年

度末に比べ当連結会計年度末が円安に移行したことにより発生したデリバティブ評価益 132 百万円及

び為替差益（デリバティブの実現益等）127 百万円等を営業外収益に計上しました。 

 

以 上 
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